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非常時に人命を守る備えとして社会に貢献。
まずは従業員の生活の安定を図る。

創業から 56 年目に突入した株式会社双葉電機
製作所（本社：茨城県ひたちなか市）の磯崎社長
に、経営理念や事業内容、また人材確保などに

ついてお聞きしました。
　　　　　　　（聞き手：弊社社長　下山田 和司）

経営理念からお聞かせください。
社長　経営理念は「ものづくりを通じて人と企業が共生
し、次世代の発展に貢献する」です。

会社だけでなく従業員も共に成長し、ものづくりを
通じて世の中の一助になれればと考えています。弊社
の製品は人の目に留まらない見えないところに使用
されていて、何かしら障害が発生した際に機能する製品
が大半ですが、非常時に人命を守る備えとして社会に
貢献していると考え、日々の製造に取り組んでいます。

磯崎社長が日頃考えている想いについてもお聞かせ

ください。
社長　会社の成長も必要ですし並行して受注が増えれば
なお有難いのですが、まずは従業員の生活の安定です。
現在は物価の上昇で従業員の生活環境は厳しいと思い
ます。会社の収益はできるだけ給与や賞与を通じて従業員
に還元するようにしていますが、最近の物価やエネルギー
価格の上昇は急激です。このため僅少ながらインフレ
手当てを3カ月間支給しました。もちろんこれだけで従業
員の満足度が高まるとは思いませんが、ガソリンが200
円／ℓに突入するような物価高なので、少しでも社員の
生活の助けになればと考えて対応策を検討しています。

株式会社 双葉電機製作所　代表取締役　磯
いそ

崎
ざき

 泰
やす

宏
ひろ
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では改めまして事業内容についてお聞かせください。
社長　事業内容のメインはエレベーターとエスカレー
ターの安全装置の部品製造です。最近は都市開発に
より高層ビルの着工件数が増加してエレベーターの
需要も増加しています。さらに付設するエレベーターの
昇降スピードは高速化しており、弊社では停止する際に
人に揺れや衝撃を感じさせない乗り心地を追求して
います。制動はあまり日の目を見ない部分ですが車の
ブレーキと同様に安全の確保には必要不可欠な装置で、
人命に関わる重要部品を作っているという自負があり
ます。

以前、中国に納品された当時世界最速と言われた
エレベーター製造にも携わり、乗っている人が違和
感なく停止する技術が評価され、当社の製品が使用
された実績があります。

エスカレーターについてはどのような部品を製造
されているのでしょうか。
社長　エスカレーターは手すりの中の部品を製造
しており、空港内に設置された歩く歩道と言われる

「オートライン」の一部も製造しています。ひたち
なか市の工場で加工から組み立てまでを担当して

おり、メイン取引先からかなりの受注をいただいています。

どのような受注状況なのでしょうか。
社長　比率的にはメイン取引先からの受注が全体の
70％程度を占めており、他の受注が30％程度です。
メイン取引先とは50年以上取引が続いていますが、
弊社ではオリジナルの完成品がないので、市場や顧客
のニーズについてご指南いただいたり、ものづくりに
関する教育やノウハウについてもたくさんのことをご
教示いただいてきました。

貴社では原子力関連の受注もされているのですね。
社長　弊社は元々原子力関連の仕事からスタートした
経緯があります。当初は一括受注で設計も担当して
いましたが、ある時、設計を専門に担当していた社員が
退社することになり、それ以降は製造に特化しています。
一括受注ができれば一番良いのですが、原子力関連の
設計には特殊な知識が必要で、資料の作成・添付など
にもかなりの時間を費やすため、弊社の規模では後継
者人材の育成が難しく、経営判断で製造に特化した背景
があります。

それで現在は製造に特化しているのですね。
社長　原子力関連の事業は、従業員のモチベーション

を維持し技術力を向上させるためにも必要だと判断し、
継続したいと考えました。同業者の仲間も多く、なか
には設計ができる取引先もあるので、同業者が一括
受注した仕事を横に展開して、弊社は製造に特化して
取り組んでいます。

小ロットの加工、製造にも対応されていると伺いました。
社長　小ロットの部品加工は研究品や試作品加工で
培った技術を活かしている事業です。事業再構築の
一環で、以前から製品自体には深い関わりがないので
最終加工ではなく、医療など産業機器に関する製品の
一部を製造しています。

受注内容は幅広く、
試作品や個人からの単品受注など小ロットの製造にも柔軟に対応。

メイン事業はエレベーターやエスカレーターの安全装置の部品製造。

工場内風景（酒門）
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貴社の技術力の強みについてお聞かせください。
社長　強みは、相談されてからの対応が早く、短期間で
納品できることです。

そのためには厳格な工程管理が必要で、過去の加工
実績で習得したノウハウをベースに得意の難削材加工
技術を駆使して対応しています。初めて使用する材料
なので試作品を作ってほしいという依頼も多く、その

都度、刃物の選定や送りの速度調整など、これまで蓄積
してきたデータやノウハウを総動員して対応しています。

蓄積したノウハウを駆使して短納期を実現しているわけ
ですね。
社長　同じものづくりを営む仲間が多く、協力工場の
存在も大きな強みです。弊社でプログラムした加工作
業のデータをそのまま協力工場に転送して、同時並行
で同じものをつくることも可能で、弊社の対応設備が
仮に10台しかなくとも協力工場を合わせれば20台、
30台の規模に拡大し、納期の短縮や増産も可能です。

もちろん協力工場の技術レベルは弊社と同等以上で、
クライアントが新たに他の工場を探す手間も省けるので、
弊社主導で効率的なものづくりを提案しています。

協力工場の存在が規模の拡大を実現しているのですね。
社長　一社の設備では限界がありますが、仲間がいれば
対応力は拡大します。これは社内でも同様で、私一人
では何もできませんが各担当者が各々製品を作り上げる
技術ノウハウを保有しており、その技術を駆使すること
で会社が回り自分たちの雇用も安定するのだと理解して
くれれば、自分達の技術に自信が持てるし、人は自ずと
育つのではないかと思います。一緒になってものづくり
をしている一体感や信頼関係は本当に重要です。

少量案件や個人からの受注も受け付けているので
しょうか。
社長　10年近く前からネットに掲載して個人向けの
受注にも対応しています。

例えば金属アレルギーのお客さまの依頼で、トラン
ペットのマウスピースをチタンでつくったケースが
あります。また、おもちゃのコマを小ロットで作った
ケースもあります。現代版のコマの試作依頼があり、
内心では商品性に疑問を感じましたが1個1万円で10
個の製造を請負いました。ところがその後増産の依頼

があり、月の売上げ
が100万 円 に 膨 れ
上がりました。今は
ネットの力が大きい
ので、こうした顧客
ニーズを調査して
ニッチを攻めること
も視野に入れてい
ます。

図面なし製作や小ロットの加工にも柔軟に対応。
ニッチ市場への参入も視野に。

蓄積したノウハウの活用と協力工場との連携で短納期を実現。
従業員の力を結集し、一体となってものづくりに取り組む。

CAD/CAM

作業風景

検査機器
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図面なしでも製造することは可能なのでしょうか。
社長　弊社としては数値データがほしいので、製造したい
ものさえ貸していただければ可能です。3次元測定器

を使用した測定でデータを取得し、図面を起こし、あとは
製造するだけです。結局は弊社で図面を起こし直して
製造するわけですが対応は十分可能です。

エネルギー価格や原材料価格の高騰についての影響は
いかがでしょうか。
社長　材料価格やエネルギー価格については知人等を
通じて随時情報を入手しています。既に納期が決まって
いる契約内容が大きく変動した場合には、「この案件は
一旦外しましょう」と、交渉します。

また全体の5割程度が見積品となり、材料費や加工賃
も変動幅に合わせて見積もりを提示しているので影響
は特にありません。以前は8割以上が従来と同価格
で動かせない注文内容でしたが、ここ数年は大きく
変化しました。弊社としては有難い変化ですね。

約半分が見積品になり、価格高騰の影響はほとんど
ないということですね。
社長　影響はあまりないですね。メイン取引先をはじめ
お客さまの理解があり、タイムラグはありますが交渉
して認められなかったことはありません。長年のお付き
合いだからこその対応だとは思いますが、刃物などの
消耗品や電気料などのエネルギー費など全てを提示し、
まとめて承認していただいています。

消耗品やエネルギーコストまで考慮してくれるのは
有難いですね。

受注先との交渉や見積品の比率向上で
資材やエネルギー価格高騰の影響はほとんど無し。

貴社には溶接・検査技術の資格保有者の方も在籍され
ているのですね。
社長　現在、2名の資格保有者が在籍しています。まずは
技術者が溶接するデータをロボットにインプットします。
それをお客さまに評価してもらい、OKが出てから本格
的にロボット溶接で量産化します。溶接ロボットに入力
するデータは溶接技術の資格保有者がプログラムする
ので、技術者自身が溶接したレベルとほぼ同等の高品質
な仕上りになります。

今後は溶接加工自体をロボットに任せることで担当
者の手が空くので、その余力を活かしてより高い技術
が生れることを期待しています。

資格保有者の技術とロボットの活用で高品質製品の
量産を実現しているのですね。
社長　従業員30名規模の会社で、いろいろな資格を
取得すればモチベーションも上がるでしょうし、違う部署
に異動してもその部署のスペシャリストになるのでは
ないかと思います。できる人は適応力も優れているし、

自発的に勉強もするでしょう。これまで別な部署で
研鑽してきたプライドもあるので、両刀遣いになれば
自己満足度はより高まると思います。

但し現在の部署で技術向上に専念したいと考えるか、
それとも汎用性を高めたいと考えるか本人の意向を
十分汲み取る必要があり、企業力を高めるうえでの人事
異動については大変悩ましく、頭を痛めています。

資格保有者の技術とロボットの活用で高品質製品の量産化を実現。

溶接作業（ロボット）溶接作業

NOVEMBER 2023 JIR NEWS   17



ものづくり企業において人材確保は喫緊の課題ですが、
貴社の状況はいかがでしょうか。
社長　これは大きな課題です。弊社での離職率は低く
数年である程度自律し、3年在籍すると長続きしますが、
最近は1年どころか数カ月も我慢できない人が多くなり
ました。ハローワークを通じて採用しても長続きしない
し、面接しても当社向きではなかったり、長続きしない
ように感じるケースが増えました。

更にひたちなか市周辺には大手企業が多数進出して
地元企業には人が来ない状況で、早急にこの事態には
歯止めをかける必要があると思います。

難しい状況ですが、今後、人材不足をどのようにカバー
する予定でしょうか。
社長　ベトナムに出資した工場があるので、最終的には
出張や出向で日本に来てもらうことを考えざるを得ない
時期が来るかもしれないと思っています。

管理の「見える化」推進のため、2021年（令和3年）に
IT補助金を活用して管理ソフトを導入するなど効率
化を図っていますが、人の力はやはり必要です。

大手企業の福利厚生にはかないませんが、保険料の
一部負担や家族で使えるクーポンの支給など生活に
直結する部分のフォローで、まずは今在籍している
従業員を大切にしたいと考えています。

コロナ禍を踏まえて変化したことはございますでしょうか。
社長　対面折衝が出来ずリモート会議が主流となり、
お客さまとの接し方は大きく変化しました。一部の
お客さまに関しては今でもWeb会議が継続中です。
社内での感染症拡大防止策としては、時間差での食事
休憩や密にならないことを徹底してきました。

またWebの商談会はほぼ行きませんでした。新規の
お客さまにWebでプレゼンしても疑心暗鬼になります
し、何よりも相手の心に響かないと思います。実際に
現物を見ないと判断が難しいですし、ものづくりは
対面で打合せしないといいものはつくれないと思い
ます。

PRをお願い致します。
社長　今後、課題である受注割合の30％を占める部分

の安定を図るべく新たなチャレンジをしていきます。
事業再構築の一環として、どこにどのようなニーズが
あるのかニッチ市場への参入も選択肢の一つとして
広く探し求め、従業員と共に会社の安定、成長を図って
いきたいと考えています。

社長　2011年（平成23年）3月11日の東日本大震災
では弊社も大きなダメージを受けましたが、お客さま
から修理用部品の依頼が絶えない状況でした。そのため
メイン取引先は部品供給を止めないよう、協力工場の
機械設備の修理を最優先で対応してくれました。また、

当時は道路状況も悪く、配送先の工場の状況も不明で
現物を配送できない状況が続きました。それでも製造
した現物を写真撮影して確認がとれれば納品済と認定
してくれたので、売上に計上することができました。こう
した救済措置には今思い返しても感謝しかありません。

人材確保はやはり課題。
海外工場からの支援も検討しつつ、まずは現在の従業員を大切にする。

ものづくりは対面での打ち合わせが基本。
受注状況の更なる安定に向け、事業再構築を推進。

工場外観風景（酒門）
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当社は、エレベーターなどの安全装置に使用される
精密部品の加工製造を中心に、業界での安定した
地位を確立してきました。近年、エレベーターの
高速化が進むなか、駆動性や快適性と共に研究開発
において重視されるのが安全性です。特に制動は
人命に直結する重要なファクターであり厳格な検査
基準が設定されていますが、当社の技術はその基準
をクリアして高い評価を受け、50年以上の長期に
わたり安定した受注を維持してきました。

しかし、当社でも人材の確保は大きな課題でした。
限られた経営資源をどのように活用し、高品質製品
の短納期を実現しているのか振り返りました。

注目したのは従業員の技術力と設備の関係です。
個人の保有する高度な技術スキルをデータ化し、
ロボットの活用に加え、協力工場の保有する設備
の効率的な活用で自社で保有する設備の何倍もの
パフォーマンスを発揮し、高品質製品の短納期を
実現していました。

さらに大手メーカーでは手が回らない単品もの
や試作品など、小ロットにも対応できる小回りの
利いた受注体制により幅広い顧客ニーズを吸収し、
受注の維持・拡大が図られていました。
「仲間としての一体感や信頼関係はものづくりを

進めるうえで重要だ」と磯崎社長は話されました。
従業員のことを親身に考え、大切にしたいという
気持ちがインタビューの随所に感じられ、こうした
社長の人柄が従業員の人望を集め、協力工場や取引
先との信頼関係を強固にし、安定した企業経営に
繋がっているのだと思いました。

現在、当社は事業再構築の途上で、更なる安定
受注に向けニッチ市場への参入等の施策を検討
しています。技術スキルのデータ化や協力会社
との連携など、工夫を凝らして様々なニーズに柔軟
に対応する当社の熱意に、ものづくり企業の潜在的
な可能性を感じた取材となりました。

  （下山田記）

株式会社 双葉電機製作所
代表取締役　磯崎 泰宏
所 在 地　〒310-0841
　　　　　茨城県水戸市酒門町字西割4265-3
電　　話　029-247-8715
 F A X　029-247-8716
　 　 　　〒312-0021
　　　　　茨城県ひたちなか市三反田5159-4
電　　話　029-272-2421
 F A X　029-272-2495

E - m a i l　info@futabadenki.co.jp
U R L　 http://www.futabadenki.co.jp
設 　 立　1968年（昭和43年）5月
資 本 金　1,000万円
従業員数　30名
営業内容　・エレベーター、エスカレーターの
　　　　　　精密機械加工
　　　　　・原子力機器類の製作
　　　　　   （真空装置、キャプセル等）

株式会社 双葉電機製作所
会社沿革
1968年（昭和43年）  1月  1日
1968年（昭和43年）  5月  1日 

1972年（昭和47年）  1月
1973年（昭和48年）  7月
1979年（昭和54年）  1月
1979年（昭和54年）  3月
1985年（昭和60年）  4月
1994年（平成  6年）  6月
2004年（平成16年）  6月
2008年（平成20年）  8月
2010年（平成22年）  1月
2012年（平成24年）  2月

磯崎 博雄　創業　ひたちなか市（旧勝田市）
会社設立　資本金300万円にて㈱双葉電機製作所を設立し
各種機械、組立、プレス、配線作業を開始する
日本原子力研究所（東海、大洗）の協力工場となる
㈱日立製作所　水戸工場の協力工場となる
磯崎 浩一郎が代表就任
資本金600万円に増資
工場を水戸酒門に移転
資本金1,000万円に増資
KES認定所得（環境マネジメント）
茨城県労働局より快適職場認定
磯崎 泰宏が代表に就任
ベトナムハノイにて現地法人V-HONEST設立

（但し双葉電機製作所との連結は無い）

会社概要

原子力関連部品
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